









































































































































































































































































































はい 25人 いいえ ０人
ⅳ 1964年に東京でオリンピックが開催されたことを知っていますか。



















































・新幹線 ・高速道路 ・テレビ ・復興
が世界から認められた 等々
・日本にとって、東京オリンピックはどの
ようなオリンピックだったといえるか。
・復興の象徴 ・平和の証明 ・世界から
認められた 等々
・坂井さんが聖火ランナーに選ばれた理由
をクイズ形式で考えさせ、改めて東京オリ
ンピックの意義について考えさせる。
・アナウンサーになったら、どのようなア
ナウンスをするか原稿を考える。
１ 今日の学習について知り、見通し
をもつ。
２ オリンピックについて知っている
ことを発表する。
3 夏季オリンピックを開催するために
必要なことについて考える。
４ 東京オリンピック開催のころの日
本について教科書等から読み取る。
５ 東京オリンピックについてまとめ
る。
６ 聖火ランナーのエピソードについ
て考える。
⑵ 展開
続けて、開催国の一覧を示した地図と開催国の一覧表の年表を見ながら、夏季オリンピックを開催するため
に必要なことについて考えていった。「たくさんの国の参加」「たくさんの人、選手や観客の参加」「道路、道
案内、トイレなど、開催地の整備」、「空港、鉄道などの交通手段」、「ホテル」、「たくさんの競技をするのでた
くさんの施設」、「たくさんのお金」、「メディア、放送、Wi-Fi」、「世界の協力」、「被災地の復興」、「国旗」な
ど、このことについても多様な視点から様々な意見が出された。
ここで、配付した開催国の一覧を示した地図と開催国の一覧表の年表に注目させ、「オリンピックを開催す
ることができる国はどのような国でしょうか。」と発問した。児童からは、「治安がよい国」、「安心や信頼をさ
れる国」、「平和な国」、「国と国とのつながりがある国」、「お金がある国」、「技術がある国」という意見が出て
きた。これらは戦争が終わってから、日本が目指してきた国の姿であり、そのことを世界の国々が認めたので
ある。そのことを児童はオリンピックの開催という事実によって気づいたのである。
⑶ まとめ
そして、最終聖火ランナーの坂井義則さんに注目させていった。スクリーンに次のシートを提示し、坂井義
則さんが最終聖火ランナーに選ばれた理由について考えていった。
多くの児童が理由については明らかではないまま、「③戦後復興のシンボル」を選択した。本時の学習の流
れから最も妥当と判断できる選択肢であることから、児童たちは迷いなく選んでいる様子であった。また、数
人ではあったが、「①のメダルが期待できる選手」を選んだ児童もいた。
この二つの選択肢は妥当と判断されるものであり、これらを選んだということは本時の学習についての理解
が図れているということであると考える。
「②生年月日」を選んだ児童はいなかった。しかし、それぞれの選択肢についての説明をしていく中で、「昭
和20年８月６日生まれ」と言うと、児童たちのなかにどよめきが生じた。この日付を聞いた瞬間に広島の原爆
投下を想起したためである。そして、「生まれたのは広島県。」と告げると、もうすべて理解したというように、
互いに顔を見合わせ、うなずきあっていた。まさに原爆が投下されたその日に、広島で生まれた青年が、世界
中の人々が見つめる中、平和の祭典オリンピックの開会式で聖火を掲げて走っているという事実のもつ意味に
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坂井さんが
聖火台の階段を
上っている写真
児童の学習を深める教材研究
気付いたのである。戦後の日本にとって1964東京オリンピックがどの
ような意味をもつものであったのかの理解が深まった瞬間であった。
本時の終末で行う予定だった「もし、あなたが1964年の東京オリン
ピックの開会式でアナウンサーだったら、どんなアナウンスをします
か。」という学習は授業の進度の都合で実施できなかった。そこで、
宿題という形で児童に書いてきてもらうことにした。何点かを紹介す
る。
・Ａ児 「今、階段を登っている坂井義則さんは、1945年８月６日広島で生まれました。８月６日は原爆が初め
て落とされた日です。1945年に敵だった国の方々も、今はこのようにしてあの日に生まれた坂井義則さんの聖
火ランナーを見てくださっています。この19年で日本が様々な国と平和を結び、オリンピックを開催できてい
ることが私にとって素晴らしいことだなと思います。」
・Ｂ児「最終聖火ランナーの坂井義則さんが聖火台へ階段を駆け上がっています。坂井さんは1945年８月６日、
広島で生まれました。1945年８月６日、広島のキーワードでわかった方もいると思いますが、そうです。坂井
さんは広島に原爆が投下された、その日に生まれました。日本は戦争を長いこと続け、1945年にそんな戦争を
続ける国から抜け出しました。そして戦争が終わってから19年の年月で、今、こうしてオリンピックを開催で
きました。坂井さんは今の日本、つまり、『平和な国、日本』の象徴です。」
・Ｃ児「今、人類の経験したことのない、まるで地獄に突き落とされたあの日に生まれた坂井義則さんが、階
段を駆け上がっています。たくさんの月日が流れた今、あの日からは考えられないような復興を遂げています。
日本はこのままずっと平和が続くこと、戦争でぎせい者を出したくない、戦争や核兵器がこの世から消えるこ
とを、願いを込めて点灯します。」
どの児童も、坂井義則さんを平和の象徴として捉え、今、平和な国に生まれ変わった日本を、そして平和な
国として生きていこうとしている日本の決意をメッセージに込めている。他の児童たちも平和をキーワードに
アナウンス文を書いていた。そして、豊かさや世界の国々との友好など、それぞれの児童がこだわったところ
をアナウンスに取り入れていた。児童が書いたアナウンス文からは、終戦後の新しい日本の歩みを自分なりの
見方・考え方を働かせて考えていることが見て取れる。
Ⅵ．まとめ
「1964東京オリンピック」は学習指導要領にも示されている取り上げるべき事象である。教科書にも掲載されてい
る。つまり、教師が授業を行う際には必ず取り上げる教材である。しかし、教科書に記載されているままを児童に
理解させる学習を進めるならば、「1964東京オリンピック」は児童の関心を高め、考えを深める教材とはなりえない
かもしれない。先に紹介したように、児童が見方・考え方を働かせて考えを深める学習となりえたのは、「1964東京
オリンピック」について教材研究を行い、事象の意味を捉え、児童に身に付けさせたい概念的な知識を明らかにし
たり、児童の知的好奇心をくすぐるために、どのような出会い方をさせればよいのかを構想したり、児童の実態を
もとに、どのように学習を進めることが効果的なのかなどを構想したりしたからである。
本稿の「Ⅲ．有田和正の「ネタ」について」でも示した、「立派な目標を考える前に、どんなネタで勝負するの
か考えることにしよう。そして、おもしろいネタをみつけよう。ネタがみつかったら、目標をもっともらしく考え
ればよい。いや、考えなくても、ネタがきまれば目標もきまる。そして、ここまで考えれば、授業の流れや必要な
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資料などもおのずと決まってくる」という教材についての考えのとおりである。
今回の取組から、児童の主体的な学習を成立させ、考えを深める学習を行ううえで、教材、そして教材研究の重
要性は、明らかになったと考える。そして、教材研究とは、教材そのものの理解ではなく、児童の実態を踏まえ、
児童に何を理解させたいか、何について考えさせたいか、どのような学習を経験させたいかといった児童の確かな
理解を実現させたいという教師の願いが具体化しなければならないということも見えてきたように思う。
最後になったが、今回の取組を進めるにあたり、快く協力をいただいた王寺町立王寺南小学校の校長先生はじめ
諸先生、とりわけ学期末の忙しい時期にもかかわらず学級を提供いただき、授業を進めるうえで多くの協力をいた
だいた松岡佑香先生に感謝を申し上げる。
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